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データ集１－２

ボーリング柱状図・ボーリングコア写真・BHTV



ボーリング孔一覧表（1/2）

1-2-2

紫字は第1193回審査会合以降に追加した箇所

福浦断層に関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

1-2-8～17第973回80.00 ～0.00 86 80.0045°94.48FK-1

0.00～24.00mは
ノンコア，BHTVなし

1-2-18～33第1168回71.00～24.00 8671.0045°53.08F-1’※1

1-2-34～65第1009回100.00～0.00 86100.0045°50.99FW-1

1-2-66～84第1009回60.00～0.00 8660.0045°21.06OT-2※1

1-2-85～96第1009回40.00～0.00 8640.0060°21.27OT-3

1-2-97～125第1064回100.00～0.00 86100.0045°51.69OS-1

1-2-126～154第1064回100.00～0.00 86100.0045°55.91OS-2

1-2-155～163第1064回39.00～0.00 8639.0045°57.18OS-3

1-2-164～184第1064回62.00～0.00 8662.0045°57.17OS-3’

1-2-185～216第1064回110.00～0.00 86110.0045°55.44OS-4

1-2-217～236第1064回70.00～0.00 8670.0045°55.91OS-11

1-2-237～250第1064回39.00～0.00 8639.0045°38.94FD-1

1-2-251～260第1064回25.00～0.00 8625.0045°38.41FD-2

1-2-261～278第1064回50.00～0.00 8650.0045°48.80FD-3

1-2-279～295第1064回50.00～0.00 8650.0045°38.91FD-4

1-2-296～312第1064回50.00～0.00 8650.0045°37.18FD-5

1-2-313～336第1168回70.00～0.00 8670.0045°52.96FD-6

1-2-337～355第1064回60.00～0.00 8660.0045°39.03FD-7

1-2-356～378第1064回65.00～0.00 8665.0045°48.30FD-8

1-2-379～382第1064回7.00～0.00867.0045°48.35FD-8’

1-2-383～401第1064回50.00～0.00 8650.0045°47.12FD-9

断層oに関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

1-2-404～420第1168回50.00～0.00 8650.0045°37.89OS-5

1-2-421～439第1168回60.00～0.00 8660.0045°37.89OS-6

1-2-440～448第1168回29.00～0.00 8629.0045°37.87OS-7

1-2-449～458第1168回32.00～0.00 8632.0045°37.87OS-8

1-2-459～481第1064回80.00～0.00 8680.0045°55.55OS-9

1-2-482～499第1168回58.40～0.00 8658.4070°21.21OS-5.5

1-2-500～511第1168回38.00～0.00 8638.0070°37.84OS-6.5

1-2-512～518第1168回20.00～0.008620.0070°21.85OS-5.5’

1-2-519～523第1168回15.00～0.008615.00鉛直21.85OS-5.5”

高ツボリ山東方リニアメントに関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

1-2-526～539第1009回52.00～0.00 8652.0045°142.30TTE-1

1-2-540～553第1009回52.00～0.00 8652.0045°143.18TTE-2

富来川南岸断層に関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

BHTVなし※21-2-556～567第973回200.00 ～0.00 86 200.00鉛直10.96TJ-1

1-2-568～604第1009回115.00～0.00 86115.0045°53.14WD-1

1-2-605～629第1064回80.00～0.008680.0060°37.72IM-a

0.00～28.00mはBHTVなし※31-2-630～638今回40.00 ～0.00 86 40.00鉛直7.35TJ-2

BHTVなし※31-2-639～640今回30.00～0.00 8630.00鉛直7.19TJ-3

BHTVなし※31-2-641～642今回30.00～0.008630.00鉛直6.89TJ-4

BHTVなし※31-2-643～644今回24.00～0.008624.00鉛直6.86TJ-5

0.00～24.00mはノンコア，
BHTVなし※31-2-645～646今回31.00～24.00867.00鉛直-17.14TJ-5’※4

※2：孔壁崩壊により，BHTVによる走向傾斜データが取得できなかった。
※3：沖積層・洪積層区間は，孔壁崩壊の可能性があり，ケーシングを使用して掘削を行ったことから，BHTVは実施していない。
※4：TJ-5’孔は，TJ-5孔の深度24m以深を掘削中にコアを流失したため，深度24m以深について再掘削したもの。

※1：2013年度に実施



ボーリング孔一覧表（2/2）

眉丈山第２断層に関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

BHTVなし1-2-648～653今回70.00～0.0086 70.00鉛直6.487宿屋No.1

BHTVなし1-2-654～659今回60.00～0.008660.00鉛直6.331宿屋No.2

BHTVなし1-2-660～665今回70.00～0.008670.00鉛直4.409宿屋No.3

BHTVなし1-2-666～673今回90.00～0.008690.00鉛直3.602宿屋No.4

BHTVなし1-2-674～676今回20.00～0.008620.0075°6.495宿屋No.6

BHTVなし1-2-677～680今回32.58～0.008632.58鉛直6.356宿屋No.7

BHTVなし1-2-681～682今回14.35～0.008614.35鉛直12.187宿屋No.8

BHTVなし1-2-683～684今回10.10～0.008610.10鉛直17.377宿屋No.9

BHTVなし1-2-685～694今回90.00～0.008690.00鉛直12.187宿屋No.10

BHTVなし1-2-695～701今回40.00～0.008640.0060°21.15
徳田北方

No.1

BHTVなし1-2-702～706今回33.00～0.008633.00鉛直19.47
徳田北方

No.2

BHTVなし1-2-707～712今回35.00～0.008635.00鉛直19.77
徳田北方

No.3

BHTVなし1-2-713～719今回40.00～0.008640.00鉛直19.35
徳田北方

No.4

BHTVなし1-2-720～726今回40.00～0.008640.00鉛直19.52
徳田北方

No.5

BHTVなし1-2-727～730今回51.00～0.008651.0060°15.64NNOYH-01

1-2-3

富来川断層に関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

0.00～24.00mはノンコア1-2-732～772今回150.00～24.00 86150.0060°203.62KD-1

1-2-773～802今回100.00～0.00 86100.0075°203.62KD-1’※

1-2-803～845今回14.00～0.0086140.0060°93.55IG-1

紫字は第1193回審査会合以降に追加した箇所

邑知潟南縁断層帯に関する調査ボーリング孔一覧表

備考頁
資料提出時期
（審査会合）

掲載範囲
（ｍ）

孔径
（ｍｍ）

掘進長
（ｍ）

掘進方向
孔口標高

（ｍ）
孔名

BHTVなし1-2-848～852今回28.10～0.008628.10鉛直4.11
中川町付近

No.1

BHTVなし1-2-853～856今回27.00～0.008627.00鉛直5.03
中川町付近

No.2

BHTVなし1-2-857～860今回27.00～0.008627.00鉛直6.43
中川町付近

No.3

BHTVなし1-2-861～864今回27.00～0.008627.00鉛直7.99
中川町付近

No.4

BHTVなし1-2-865～868今回24.00～0.008624.00鉛直8.26
中川町付近

No.5

BHTVなし1-2-869～872今回22.00～0.008622.00鉛直8.78
中川町付近

No.6

BHTVなし1-2-873～876今回20.00～0.008620.00鉛直9.99
中川町付近

No.7

BHTVなし1-2-877～880今回20.00～0.008620.00鉛直10.75
中川町付近

No.8

※ KD-1’孔は，地表付近の風化の影響のため，KD-1孔の深度0～24mをノンコア区間としたことから，補完的により高角の掘進角75°で掘削したもの。
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位置図（福浦断層，断層o）
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位置図（高ツボリ山東方リニアメント）
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位置図（富来川南岸断層 １／２）
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位置図（富来川南岸断層 ２／２）
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紫字は第1193回審査会合以降に追加した箇所



位置図（眉丈山第２断層）
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拡大位置図 1km0

位置図（富来川断層）
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※1：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形
図）とほぼ同じ位置に図示し，より精度の高
い，太田・国土地理院地理調査部（1997）
（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

※1
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位置図（邑知潟南縁断層帯）
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富来川南岸断層

1-2-555
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●0.00～1.98m　盛土

0.00～0.59m　細～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。
   
0.59～1.98m　細～中粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。

●1.98～13.52m　沖積層

1.98～4.63m　砂質シルト層。締り悪く指圧で跡が残る。全体に層理に乏しい。

4.63～6.16m　シルトと腐植の互層。締り悪く指圧で跡が残る。
4.90～5.28m　腐植層。上位層との境界は明瞭。
5.80～6.07m　腐植層。

6.16～10.20m　腐植、シルト混じり砂層。締り悪く指圧で跡が残る。腐植とシルトが
混じる極細～中粒砂からなる。全体に層理に乏しいが一部に水平な層理が認め
られる。

10.20～11.07m　腐植，シルト，礫まじり砂層。腐植，シルト，細礫が混じる極細～
中粒砂からなる。層理に乏しい。基底は侵食面で，直上に径1～5cmの亜円～亜角
礫を40～60％含む。偽礫も含む。

11.07～13.52m　砂礫層。細～粗粒砂の基質に径1～10cmの亜円～亜角礫を10～60％
含む。全体として上方細粒化し、基底は侵食面で20°傾斜する。

●13.52～27.56m　更新統

13.52～15.44m　中～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。細粒層や斜交層理を伴
う。基底に砂礫層を挟む。

15.44～18.33m　細～中粒砂層。上位層より締りが良いが、指圧で跡が残る。礫層
や斜交層理を伴う。

18.33～19.85m　粘土層。水平で細かい層理が発達し、砂の薄層を挟む。締まっ
ており指圧で跡が残らない。

19.85～20.86m　細～中粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。最上部と下半部は粘
土の偽礫を含む。

20.86～21.34m　粘土層。一部に層理が認められる。よく締まっており指圧で跡
が残らない。

21.34～22.12m　腐植質シルトと腐植混じり砂の互層。指圧で跡が残らない。基底
部に生痕化石を伴う。

22.12～23.52m　腐植混じりシルトと砂の互層。植物根化石が認められる。下部で
腐植分に富む。

23.52～27.56m　砂礫層。中～極粗粒砂の基質に径0.5～8cmの亜円～亜角礫を30
～60％含む。締まり具合は指圧で跡が残らないから残るまで様々である。

●27.56～40.00m　別所岳安山岩類

27.56m～30.46m　安山岩(角礫質)。ハンマーの軽打で金属音を発し、ナイフで傷
がつかない硬さ。径1～10cmの安山岩角礫が認められる。割れ目は、ほとんど認
められない。下位との境界は60°傾斜し漸移する。

30.46～31.44m　安山岩(角礫質)。下位との境界は60°傾斜し漸移する。

31.44～33.58m　火山礫凝灰岩。凝灰岩の基質に径1～5cmの安山岩角～亜角礫
や軽石を30～40％含む。軽石は圧密されレンズ状である。

33.58～35.65m　安山岩(角礫質)。基質と角礫部が斑状に分布する。

35.65～40.00m　安山岩(角礫質)。基質と角礫部が斑状に分布する。

 Ｌ＝40.00m ＧＬ＝7.35m 2024-TJ02 
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1.93

●0.00～1.93m　盛土

0.00～0.59m　細～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。

0.59～1.93m　細～中粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。

●1.93～12.79m　沖積層

1.93～4.52m　砂質シルト層。締り悪く指圧で跡が残る。全体に層理に乏しい。

4.52～5.96m　シルトと腐植の互層。締り悪く指圧で跡が残る。水平な層理が認め
られる。
4.82～5.19m　腐植層。上位層との境界はやや漸移。
5.65～5.89m　腐植層。

5.96～10.17m　腐植，シルト混じり砂層。締り悪く指圧で跡が残る。腐植とシルトが
混じる極細～中粒砂層からなる。全体に層理に乏しい。

10.17～11.18m　腐植，シルト，礫混じり砂層。腐植、シルト、細～中礫が混じる極細
～中粒砂からなる。層理に乏しい。基底は浸食面で，直上に径1～3cmの亜円～亜
角礫を40～60％含む。

11.18～12.79m　砂礫層。細～粗粒砂の基質に径1～5cmの亜円～亜角礫を10～
60％含む。基底は5°傾斜し、直上の25cmは褐色を帯びにぶい黄～明黄褐色を呈す
る。

●12.79～27.27m 更新統

12.79～15.19m　中～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。細礫層や斜交層理も伴
う。基底は浸食面で5°傾斜する。

15.19～17.87m　細～中粒砂層。上位層より締りが良いが，指圧で跡が残る。

17.87～21.44m　粘土層。水平で細かい層理が発達し、砂の薄層を挟む。締まって
おり指圧で跡が残らない。

21.44～22.00m　腐植質シルトと腐植混じり砂の互層。指圧で跡が残らない。基底
に生痕化石を伴う。

22.00～23.58m　腐植混じりシルトと砂の互層。植物根化石が認められる。下部で
腐植分に富む。

23.58～27.27m　砂礫層。中～極粗粒砂の基質に径0.5～8cmの亜円～亜角礫を30
～60％含む。締まり具合は指圧で跡が残らないから残るまで様々である。腐植片
を含む。

●27.27～30.00m　別所岳安山岩類

27.27～30.00m　安山岩(角礫質)。ハンマーの軽打で金属音を発しナイフで傷が付
かない硬さ。径1～6cmの安山岩角礫が認められる。

 Ｌ＝30.00m ＧＬ＝7.19m 2024-TJ03 
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●0.00～2.13m　盛土

0.00～0.67m　細～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。

0.67～2.13m　細～中粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。にぶい褐色のシルト層を
含む。

●2.13～12.42m　沖積層

2.13～4.12m　砂質シルト層。締り悪く指圧で跡が残る。下部は細粒で砂分に乏し
い。基質は浸食面で厚さ15cmの砂礫層を挟む。

4.12～5.62m　シルトと腐植の互層。締り悪く指圧で跡が残る。水平～傾斜10°の層
理が認められる。
4.61～4.94m　腐植層。
5.29～5.54m　腐植層。

5.62～10.07m　腐植，シルト混じり砂層。締り悪く指圧で跡が残る。腐植とシルトが
混じる極細～中粒砂層からなる上部では粗～極粗粒砂も混じる。全体に層理に乏
しく、生痕化石が認められる。基底は浸食面で中～粗粒砂層を挟み細礫を含む。

10.07～11.16m　腐植，シルト，礫混じり砂層。腐植，シルト，細～中礫が混じる極細
～中粒砂からなる。層理に乏しい。基底は浸食面で，直上に径1～4cmの亜円～亜
角礫を40～60％含む。

11.16～12.42m　砂礫層。細～中粒砂の基質に径1～5cmの亜円～亜角礫を10～
60％含む。基底は浸食面で，直上の17cmは褐色を帯びる。

●12.42～27.19m　更新統

12.42～15.55m　中～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。斜交層理や細礫層を伴
う。基底は浸食面である。

15.55～17.70m　細～中粒砂層。上位層より締りが良いが，指圧で跡が残る。

17.70～21.09m　粘土層。水平で細かい層理が発達し、砂の薄層を挟む。締まって
おり指圧で跡が残らない。

21.09～22.11m　腐植質シルトと腐植混じり砂の互層。指圧で跡が残らない。基底
は不明瞭である。

22.11～22.69m　腐植混じりシルト質砂層。植物根化石が認められる。下部で層理
が発達する。

22.69～27.19m　砂礫層。中～極粗粒砂の基質に径0.5～10cmの亜円～亜角礫を30
～60％含む。締まり具合は指圧で跡が残らないから残るまで様々である。腐植片
を含む。基底は浸食面で15°傾斜する。

●27.19～30.00m　別所岳安山岩類

27.19～30.00m　安山岩(角礫質)　ハンマーの軽打で金属音を発しナイフで傷が
付かない硬さ。径1～8cmの安山岩角礫が認められる。

 Ｌ＝30.00m ＧＬ＝6.89m 2024-TJ04
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●0.00～2.50m　盛土

0.00～1.55m　細～粗粒砂層。0.00～1.00m手掘りコア。締り悪く指圧で跡が残る。

1.55～2.50m　細～中粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。

●2.50～12.52m　沖積層

2.50～4.63m　砂質シルト層。締り悪く指圧で跡が残る。下部は細粒で砂分に乏し
い。基底は浸食面で20°傾斜し、厚さ14cmの細礫層を挟む。

4.63～5.64m　シルトと腐植の互層。締り悪く指圧で跡が残る。水平～傾斜10°の
層理が認められる。
 4.63～5.04m　腐植層。上位層との境界は浸食面。
 5.34～5.52m　腐植層。

5.64～9.78m　腐植，シルト混じり砂層。締り悪く指圧で跡が残る。腐植とシルトが
混じる極細～中粒砂層からなる。

9.78～11.89m　腐植，シルト混じり砂層。腐植，シルトが混じる極細～中粒砂からな
る。層理に乏しい。中部には貝殻が混じり、ウミニナの仲間の巻貝が認められる。
基底は浸食面で，直上に径1～3cmの亜角～亜円礫を20～30％含む。

11.89～12.52m　砂礫層。細～粗粒砂の基質に径1～5cmの亜円～亜角礫を30～
60％含む。

●12.52～24.00m　更新統

12.52～15.69m　中～粗粒砂層。締り悪く指圧で跡が残る。斜交層理を伴い、細粒
層を挟む。基底は浸食面でほぼ水平である。

15.69～17.48m　細～中粒砂層。上位層より締まりが良いが，指圧で跡が残る。

17.48～21.10m　粘土層。水平で細かい層理が発達し、砂の薄層を挟む。締まって
おり指圧で跡が残らない。

21.10～22.70m　腐植質シルトと腐植混じり砂の互層。指圧で跡が残らない。

22.70～24.00m　砂礫層。中～極粗粒砂の基質に径0.5～6cm以上の亜円～亜角礫
を30～60％含む。締まり具合は指圧で跡が残るか残らないまで様々である。

 Ｌ＝24.00m ＧＬ＝6.86m 2024-TJ05
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TJ-5孔 (0.00～24.00m)
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記 事

●24.00～27.15m　更新統

24.00～27.15m　砂礫層。中～粗粒砂の基質に径0.5～8cmの亜円～亜角礫を30～
60％含む。締まり具合は指圧で跡が残らないから残るまで様々である。腐植片を
含む。

●27.15～31.00m　別所岳安山岩類

27.15～28.08m　火山礫凝灰岩。凝灰岩の基質に径1～8cmの安山岩角～亜円礫を
30～40％含む。ハンマーの軽打で亜金属音を発しナイフで傷が付かない硬さ。

28.08～28.95m　安山岩(角礫質)。ハンマーの軽打で金属音を発しナイフで傷が
付かない硬さ。角礫状であり，角礫に沿った割目が分布する。火山礫凝灰岩を挟
む。下位とは漸移する。

28.95～31.00m　安山岩(角礫質)。ハンマーの軽打で金属音を発しナイフで傷が
付かない硬さ。径1～7cmの安山岩角礫が認められる。

 Ｌ＝31.00m ＧＬ＝6.86m 2024-TJ05’
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TJ-5’孔 (24.00～31.00m)
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眉丈山第２断層

1-2-647



宿屋No.1(3の1) GL=6.487m L=70.0m

記 事

1-2-648



宿屋No.1(3の2) GL=6.487m L=70.0m
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宿屋No.1(3の3) GL=6.487m L=70.0m

記 事

1-2-650



宿屋No.1 (0.00～25.00m)
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宿屋No.1 (25.00～50.00m)
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宿屋No.1 (50.00～70.00m)
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宿屋No.2(3の1) GL=6.331m L=60.0m

記 事

1-2-654



宿屋No.2(3の2) GL=6.331m L=60.0m

1-2-655



宿屋No.2(3の3) GL=6.331m L=60.0m

記 事
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宿屋No.2 (0.00～25.00m)
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宿屋No.2 (25.00～50.00m)
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宿屋No.2 (50.00～60.00m)
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宿屋No.3(3の1) GL=4.409m L=70.0m

記 事
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宿屋No.3(3の2) GL=4.409m L=70.0m
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宿屋No.3(3の3) GL=4.409m L=70.0m

記 事
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宿屋No.3 (0.00～25.00m)
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宿屋No.3 (25.00～50.00m)
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宿屋No.3 (50.00～70.00m)
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宿屋No.4(4の1) GL=3.602m L=90.0m

記 事

1-2-666



宿屋No.4(4の2) GL=3.602m L=90.0m

1-2-667



宿屋No.4(4の3) GL=3.602m L=90.0m

記 事

1-2-668



宿屋No.4(4の4) GL=3.602m L=90.0m
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宿屋No.4 (0.00～25.00m)
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宿屋No.4 (25.00～50.00m)

1-2-671



宿屋No.4 (50.00～75.00m)
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宿屋No.4 (75.00～90.00m)
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宿屋No.6(1の1) GL=6.495m L=20.00m

記 事※

※ 標高値の補正なし（掘進角75°）
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宿屋No.6(1の1) GL=6.495m L=20.00m

※

※ 標高値を補正した値を記入（掘進角75°）

記 事
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宿屋No.6 (0.00～20.00m)

1-2-676



宿屋No.7(2の1) GL=6.356m L=32.58m※

記 事

※32.00～32.58mは
余掘り区間

1-2-677



宿屋No.7(2の2) GL=6.356m L=32.58m※
※32.00～32.58mは
余掘り区間

1-2-678



宿屋No.7 (0.00～25.00m)
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※32.00～32.58mは余掘り区間のためコア写真なし

宿屋No.7 (25.00～32.00m)
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宿屋No.8(1の1) GL=12.187m L=14.35m

記 事

1-2-681



※ コアが短柱状の区間は標準貫入試験実施による

宿屋No.8 (0.00～15.00m)
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宿屋No.9(1の1) GL=17.377m L=10.10m

記 事
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※ コアが短柱状の区間は標準貫入試験実施による

宿屋No.9 (0.00～10 .00m)
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宿屋No.10(6の1) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10(6の2) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10(6の3) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10(6の4) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10(6の5) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10(6の6) GL=12.187m L=90.0m
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宿屋No.10 (0.00～20.00m)
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宿屋No.10 (20.00～45.00m)
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宿屋No.10 (45.00～70.00m)
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宿屋No.10 (75.00～90.00m)

1-2-694



徳田北方 №1 孔 （∠60°傾斜掘り） GL=21.15m  L=40.0m 

地質柱状図 色調 地質記載 
14C 年代

測定値 
火山灰 

分析結果 
 
 

 
 
5Y 4/1 
灰 
 
5Y 6/3 
オリーブ黄 
 
 
 
 
2.5Y 6/6 
明黄褐 
 
 
 
 
 
 
7.5Y 7/3 
浅黄 
 
 
2.5Y 4/2 
暗灰黄 
2.5Y 6/6 
明黄褐 
 
 
10GY 7/1 
明緑灰 
 
 
 
 
 
5Y 3/1 
オリーブ黒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5Y 4/1 
灰 
 
2.5Y 6/4 
にぶい黄 
 
 
 
 
2.5Y 6/2 
灰黄 
 
 
 
5GY 7/1 
明オリーブ灰 
 
2.5Y 7/6 
明黄褐 
10GY 7/1 
明緑灰 
5Y 7/6 
黄 
 
2.5Y 6/2 
灰黄 
 
10YR 5/6 
黄褐 
 
5Y 6/2 
灰オリーブ 
 
 
10GY 5/1 
緑灰 
 
 
7.5Y 6/2 
灰オリーブ 
 
 
7.5Y 6/2 
灰オリーブ 
2.5Y 6/2 
(一部 
  10YR 6/6) 
 
10Y 7/2 
灰白 
 
2.5Y 6/6 
明黄褐 
10YR 6/6 
明黄褐 
2.5Y 6/6 
明黄褐 
10YR 6/6 
5Y 7/4 
10YR 6/6 
明黄褐 
7.5Y 6/2 
灰オリーブ 
 
10YR 6/4 
にぶい黄橙 
 
2.5Y 6/4 
にぶい黄 
 
 
 
7.5GY 6/1 
緑灰 
 
 
 
2.5GY 6/1 
黄灰 
 
5GY 5/1 
オリーブ灰 

 
0.00～0.10m 表土 
 粗粒砂混じりシルト 植物根を多く含む。 
0.10～0.43m 粘土                      [0.10～18.18m 高階層] 
 オリーブ黄色を呈する極軟質な粘土 上部はややシルト質 
0.43～1.50m 粘土（ややシルト質） 
 明黄褐色～浅黄色を呈する粘土 わずかにシルト分伴う 
 所々，粗粒砂～細礫を少量含む。 
 
 1.00～1.24ｍ やや黄褐色化した部分を伴う。植物根を伴う。 
 
 
 1.33～1.37ｍ 粗粒分伴う。 
 
1.50～1.55ｍ 腐植質シルト 
 黄褐色を呈する腐植質シルト 
1.55～2.17ｍ シルト 
 1.55～1.78ｍ 黄灰色を呈するシルト 
 1.70～1.78ｍ 腐植物やや多い。 
 1.78～2.17ｍ 明緑灰色を呈するシルト質粘土 2.00ｍまで植物根を含む。 
 2.08～2.10ｍ 花崗岩および頁岩起源の粗粒砂を 10～15％含む。 
2.17～3.28ｍ 腐植質粘土 
 オリーブ黒色の腐植質粘土 
 φ2～20mm の泥岩礫，花崗岩礫が 5～7％点在する 下部ほど多い。 
 上端は凹凸が著しく，上位層により削られている。∠30°（見掛けの傾斜） 
 下位層とはやや漸移的 
 
 
3.28～3.72ｍ 礫混じりシルト質中粒～細粒砂 
 にぶい黄色を呈するシルト質中粒～細粒砂 
 φ2～25mm（代表φ 3～5mm）の円～亜円を 10～13％程度含む。 クサリ礫目立つ 
 3.35～3.40ｍ付近 腐植物片点在する 下位層との境界∠60°（見掛けの傾斜） 
3.72～4.10ｍ シルト 
 灰黄色を呈するシルト 上部はわずかに砂質となる 下位層へ漸移 
4.10～4.59ｍ 粘土 
 明オリーブ灰色～明緑灰色を呈する粘土 
 下部にφ5～20mm の原岩不明なほど強風化したクサリ礫を含む。 
 下位層との境界凹凸あり 
4.59～4.80ｍ 礫 
 φ2～30mm，代表φ5mm 程度とφ15～25mm の亜円～亜角礫を 30％程度含む 
 礫種は安山岩，泥岩，花崗岩  基質支持 
4.80～5.00ｍ 礫混じり粗粒砂 
 灰黄色を呈する礫混じり粗粒砂 シルト分を含む 
 φ2～30mm，代表φ3～5mm の礫を 10～15％含む 礫種は上位層と同質 
5.00～5.83ｍ 中礫 
 5.00～5.52ｍ φ5～7mm，φ40～60mm を主体とする円～亜円礫を 40～50％含む 
 5.52～5.83ｍ φ10～20mm を主体とする円～亜円礫を 90％以上含む 
 礫種は安山岩，泥岩，岩種不明のクサリ礫，花崗岩，チャートおよび頁岩 
 5.52ｍ以浅は基質支持 5.52ｍ以深は頁岩，安山岩主体で礫支持 
5.83～6.02ｍ 極細粒砂 
 灰オリーブ色を呈するルーズな極細粒砂 塊状で極めて淘汰良好 
6.02～6.73ｍ 細粒砂 
 灰オリーブ色を呈するアルコース質の細粒砂 所々に中粒～粗粒砂含む 
 6.07ｍ付近 厚さ 10mm の中粒砂を挟む  6.20ｍ付近 中粒砂粒子点在 
 6.28ｍ 厚さ 10mm 以下の粗粒砂を挟む  6.40ｍ付近 酸化褐色化 
 6.32～6.54ｍ 斜交ラミナ ∠30～35°（見掛けの傾斜） 
6.73～6.85ｍ 中粒～粗粒砂 
 明黄褐色を呈する中粒～粗粒砂 やや淘汰悪い 
6.85～6.96ｍ 中粒砂 
 黄褐色呈する中粒砂 
6.96～7.12ｍ 礫混じり中粒砂 
 φ2～20mm の亜角～亜円礫を 3～5％程度含む礫混じり中粒砂 
 礫種は安山岩からなる  下位層との境界 ∠5～7°（見掛けの傾斜） 
7.12～7.19ｍ シルト質極細粒砂 
 明黄褐色を呈するシルト質極細粒砂 平行ラミナ ∠5～7°（見掛けの傾斜） 
7.19～7.26ｍ 礫 
 φ20～30mm の安山岩の角礫～亜円礫を 50％含む。但し，7.23～7.25ｍは細粒砂 
7.26～7.67ｍ 極細粒砂 
 灰オリーブ色を呈するアルコース質の極細粒砂 淘汰良好 
 7.45～7.63ｍ ラミナ∠30°（見掛けの傾斜） 
7.67～7.73ｍ 中粒砂 
 にぶい黄橙色を呈する中粒砂 酸化による縞状部を伴う。 
7.73～8.35ｍ シルト質細粒砂 
 にぶい黄色～緑灰色を呈するシルト質細粒砂 8.05ｍで色調が急激に変化する。 
 8.20～8.35ｍ付近 小さな腐植物片が点在する。 下位層に漸移する 
8.35～8.60ｍ 細粒砂 
 緑灰色を呈する細粒砂 下部はやや中粒で正級化を呈する。 
8.60～8.83ｍ 礫混じり粗粒砂 
 φ2～5mm の安山岩および花崗岩の角～亜角礫を 5～7％含む礫混じり粗粒砂 
8.83～（9.00）m 粘土 
 オリーブ灰色を呈する粘土 

  

徳田北方 №1孔 (1/5) 
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